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整 理 番 号  2018P-012 

補助事業名  平成30年度自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する事業 

補助事業  自転車競技の普及拡大事業  

補助事業者名  公益財団法人 日本自転車競技連盟 

 

１ 補助事業の概要 

 

（１）事業の目的 

自転車を通じて国民の心身の安全な発達に寄与するとともに、豊かな人間性を涵養

すること、かつ、自転車競技の普及促進と競技登録者数の増加を目的とし、もって公

益の増進に寄与する。 

 

（２）実施内容 

 

(1)  全国自転車競技指導担当者研修会及び審判講習会 

30 年度は未開催となった。 

 

(2)自転車競技普及・広報事業   

連盟ホームページＵＲＬ  https://jcf.or.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://jcf.or.jp/%e7%ac%ac%ef%bc%91%e7%b4%9a%e5%85%ac%e8%aa%8d%e5%af%a9%e5%88%a4%e5%93%a1%ef%bc%88%e3%83%88%e3%83%a9%e3%83%83%e3%82%af%ef%bc%86%e3%83%ad%e3%83%bc%e3%83%89%ef%bc%86%e3%82%b7%e3%82%af%e3%83%ad%e3%82%af/?category=road
https://jcf.or.jp/
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(3) 広報誌の発行 

シクリスムエコー第２３０号  40,000部 
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(4) 登録者増進に係るシステム改修 

登録者マイページ開発URL https://entry.jcf-system.jp/jcf/entry.php 

 

 

登録者データ管理システム開発 

例：UCI個人登録システム 運用マニュアル全42ページ 
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その他 システム開発 運用マニュアル（成果物） 
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(5) 広報（宣伝、現地報道対応） 

大会映像制作放映状況 
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（6）アンチ・ドーピング活動事業  

ＢＭＸフリースタイル・フラットランド競技者向け 

ロードエリート強化指定選手向けＪＡＤＡ講習会 
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(7) 東京オリンピックに向けた国際審判員養成・講習会開催 

UCI MTB Coaching Course Level 1&2 

2019年2月27日-3月5日 千葉県幕張海浜公園他 

実技講習会場にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座学講習 
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筆記試験の様子 

テキストの翻訳と作成 
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香港ワールドカップ第6戦及びHong Kong Sports Institute視察研修事業 

2019年1月24－28日 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施概要 
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ＨＫＳＩ（科学トレーニング施設の見学） 

 

  

  

大会運営 
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(8)登録者安全講習会、コーチ講習会 

自転車学校の開催 2018年 10月 27-28日（東京都大島町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トライアル競技のデモンストレーション 
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島内をツーリングしながらの安全講習会 
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２ 予想される事業実施効果 

本連盟では「自転車競技」というキーワードだけでなく広く親しまれている呼称「サ

イクルスポーツ」環境の充実を図る方針をたてた事から、一部のコアなファンだけで

なく、サイクルスポーツを身近に感じてもらえる事を狙いとして本事業を推進してき

た。その結果、従来は殆ど関係性を持たない様な方々と共にいくつもの事業を開催し

且つ、楽しみや新たな発見、そして学喜びを本事業通じて提供する事ができた。その

結果として、常に会員数は増加しており登録者に関するシステム改修の利便性向上と

相まって相乗効果を生み出す結果となったと思われる。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

・広報誌 「シクリスムエコー」 №230 40,000部 

・テキスト UCIレベル1コーチングハンドブック  60部 

・登録システムマニュアル（総てPDFファイル） 

UCIID変更マニュアルv1.0 

UCI個人登録マニュアルVer1.3 

GOODS販売システムマニュアルVer1.1 

チーム管理システムマニュアルv1.1 

国際大会許可申請マニュアルv1.1 

   ・大会映像 9番組 

   

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人日本自転車競技連盟 

（コウエキザイダンホウジンニホンジテンシャキョウギレンメイ） 

住   所： 〒141-0021  

東京都品川区上大崎３-３-１ 

代 表 者： 会長 石崎聖子（イシザキセイコ） 

担 当 部 署： 総務部 

担 当 者 名： 事務局次長 後藤 慶一郎（ゴトウ ケイイチロウ） 

電 話 番 号： 03－6277－2690 

F A X： 03－6277－2691 

E - m a i l： goto@jcf.or.jp  

Ｕ Ｒ Ｌ： http://jcf.or.jp/ 

file:///C:/Users/JCF2019-03/Documents/katsuki%20sato/経理/JKA30年度/普及拡大/完了報告提出データ/goto@jcf.or.jp
http://jcf.or.jp/

